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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 30 kDa; Observed MW: 30 kDa

HLA-DQB1/HLA-DQB2

HLA-DQB1; HLA-DQB; HLA class Il histocompatibility antigen; DQ beta 1 chain; MHC class Il
antigen DQB1; HLA-DQB2; HLA-DXB; HLA class Il histocompatibility antigen; DQ beta 2
chainHLA class Il histocompatibility antigen; DX beta chain; MHC class Il antigen DQB2
3119/3120

P01920/P05538
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	応用
	抗原情報
	背景
	抗原提示細胞（APC）のエンドサイトーシス経路にアクセスする抗原由来のペプチドに結合し、CD4 T細胞による認識のために細胞表面に提示します。ペプチド結合溝には10～30残基のペプチドが収容されます。MHCクラスII分子によって提示されるペプチドは、主にエンドサイトーシス経路にアクセスするタンパク質の分解によって生成され、リソソームプロテアーゼやその他の加水分解酵素によって処理されます。
	研究分野
	免疫学
	画像データ
	

	HLA DQB1/2 抗体を使用した PC-12 溶解物中の HLA DQB1/2 のウェスタン ブロット分析。
	

	HLA DQB1/2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	HLA DQB1/2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	HLA DQB1/2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脾臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

